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Glassfish ユーザグループジャパン
岡崎 隆之 (watermint.org)

Glassfish で即習 !
Java EE パフォーマンスチューニングと
トラブルシューティング

Japan Java User Group, Cross Community Conference, 2010 Spring
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Glassfish.jp

Since 2008.1
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本日のゴール
パフォーマンスチューニング、トラブル

シューティングへの取り組み方を紹介。

今まで出来ていなかったこと、これから

実践していくべきことの紹介。
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取り組み方
パフォーマンスチューニングへの
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パフォーマンスと一言に言っても ...

一つの処理が完了するまでの時間 ( レイテンシ )。

一定時間内に処理できるトランザクション数 ( スループット )。

一つの処理が完了するまでにかかるコスト。
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「チューニング作業だけ」で解決す
る問題は限定的。

例 ) 燃費を良くしたい。

	 → エンジンを新設計する vs. オイル交換をする

パフォーマンスチューニングの理想と現実
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プロジェクトの企画

要件定義、特に非機能要件
例 ) 95% の処理が 2 秒以内に完了

そのサービスの本質はなにか ?

理想のパフォーマンスチューニング
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理想のパフォーマンスチューニング

サービスの本質について

クライアントデバイスの高度化によって、ユー

ザエクスペリエンスのハードルが高くなった。

気持ちよく使えることが当たり前、

ひっかかりや、待ち時間は気持ち悪い。

Copyright (c) 2010 ACCESS CO., LTD. , Copyright (c) 2010 ACCESS PUBLISHING CO., LTD.
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理想のパフォーマンスチューニング

なにが「気持ちよさ」を構成するか
	 → 要件定義

例）読むスピードと同じぐらいのスピードでダウンロードされる

	 → 読むスピードは？頻度は？

	 → どれぐらいの人が同時に使うのか？
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理想のパフォーマンスチューニング

設計
トランザクションの性質と制約は何か。

実装
継続的なパフォーマンスチューニング。

維持
非機能要件は変化していないか。
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理想のパフォーマンスチューニング

トランザクションの性質と制約を
発見することからスタートする。

この処理は分散処理可能か？

この処理を実行するために使ってよいコストはいくらか？

同時に使用する資源はいくつか？

それらの資源はいくつまで使えるか？
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要件と制約からバランスを見つける

理想のパフォーマンスチューニング

一貫性

可用性

パフォーマンス

品質

コスト

納期
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継続的なパフォーマンス
チューニング
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理想のパフォーマンスチューニング

継続的インテグレーションツールの活用

http://hudson-ci.org
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理想のパフォーマンスチューニング

非機能要件は変化していないか？

処理しなければならないトランザクション数

レイテンシに対する要求 (2 秒→ 0.7 秒 )
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パフォーマンスチューニングの実践
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パフォーマンスチューニングの実践

1. ボトルネックを探す
2. 原因を探る
3. 設計や実装方式を再考する
3.1. テスト実装などで検証する
4. 修正を実装し、テストする
4.1. テストを自動化し、継続的にテストする
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パフォーマンスチューニングの実践

ボトルネックを探す

1. 全体処理の過程で、どのような処理が行われているか洗い出す。

2. 個々の処理に対してそれぞれがどの程度時間、リソースを消費

しているか洗い出す。



JJUG Cross Community Conference, 2010 Spring, Copyright (c) 2010 Takayuki Okazaki, watermint.org, Page 23

パフォーマンスチューニングの実践

テスト実装等で検証する

なるべく本番環境に近い、環境、規模、負荷を再現する。

CPU の種類、コア数、スレッド数、メモリ容量、etc

一時的に Amazon EC2 等を使って検証をする方法がリーズナブル
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パフォーマンスチューニングの実践

ボトルネックを探す
❶ visualvm
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パフォーマンスチューニングの実践

ボトルネックを探す【上級】
❷ dtrace

より詳しくピンポイントで

調べたい場合に。

target$1:::method-entry
{
    time[depth] = timestamp;
    depth++;
    includeMeasurement[depth] = 0;
}

target$1:::method-return
/depth > 0/
{
    depth--;
    delta = timestamp - time[depth];
    inclusive += delta;
    includeMeasurement[depth] += delta;
    delta -= includeMeasurement[depth+1];
    includeMeasurement[depth+1] = 0;
    exclusive += delta; 
}

動作環境
Solaris 10, OpenSolaris
FreeBSD 7.1 以降
Mac OS X (Leopard 以降 )
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取り組み方
トラブルシューティングへの
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パフォーマンス劣化
メモリリーク
文字化け
アプリケーションが停止、クラッシュ
セキュリティ

トラブルシューティングの実践
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パフォーマンス劣化やメモリリーク
プロファイラで対象 Java VM に接続し統計を分析

トラブルシューティングの実践
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文字化け
パターンを覚えるのが近道

トラブルシューティングの実践
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アプリケーションが停止、クラッシュ
ログやダンプを解析

トラブルシューティングの実践
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セキュリティ
日頃の情報収集

トラブルシューティングの実践

http://refcardz.dzone.com/refcardz/getting-started-java-ee
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これから
必要な
取り組み。

パフォーマンスチューニングや
トラブルシューティングに対する
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これから必要な取り組み
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JEITA ソフトウエア輸出入統計調査, 2000年度より作成
http://it.jeita.or.jp/statistics/software/2000/
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これから必要な取り組み

「○○だからできない」を無くしていく

科学的根拠の無いまま、ツールやライブラリの導入が禁止される一

方で、他国のエンジニアはそれらを使い、より安く、より短期間で

仕事をこなしている。
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これから必要な取り組み

本番環境も含め、動的にツールを接続する

ダンプ、ログだけでは再現しづらいトラブルはなかなか解決できな

い。高信頼性のツールを使えば、問題箇所のみに限定して操作を加

えることも可能で、圧倒的に効率が良い。
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ご清聴ありがとうございました。
@watermint
watermint.org


